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こ
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ぅ
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き
得
た
通
倍
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現
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ゐ

な

い

。

表
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的
な
政
治
妁
祺
锭
忙
拙
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れ
た
り
"
數
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を
無
啟
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に
羅
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し
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广
新
し
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こ
ど
で
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憤
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な

；
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祺
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熱
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燃
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「

我
れ
又
た
夜
の
興
，象
の
中
ド
觀
て
あ
り
け
る
に
、人
の
子
の
如

‘

者
雲
に
乘
ぅ
て
：來
り
、日
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老
い
た
る
者
の
許
に
到
り
た
れ

.ば
、即
ち
其

.
_の
前
に
導
き
け
る
に
、之
れ
ー
に
：權
ど
榮

w

國
ビ
を
賜 

ひ
て
諸
民
、餓

S

音
を
し
て
之
れ
に
事
へ
し
む
、其

.の

*

は
_永

遠

の

權

に

：，し

て

移K
V去
ら
ず
、又 

た」

其
の
國
は

O

ぶ
る
こ
ヾ
し
な
し
。

」
「

然
れ
ど
終
に
は
至
高
者
の
聖
徙
、國
を
受
け
：、長
久
に
其
の
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を
保
ち
て
世
令
限
々
な
か
ら
ん

V
「

而
し
て
國
ヒ
權
と
天

.下

.の
;'
:國
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徒
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高
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國
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永
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隹
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の
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皆

な

彼
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第

七

章
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十
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、十
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十
七
節
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活
.け

る

人
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の

活

け

る

嚮
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で
ぁ
っ
た
古
い
預
言
の
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精
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が
現
在
社
會
'ど
其
の
要
求
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を
拋

.棄
：し
：て
、只
管
將
來
に
於
け
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釋
放
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赠
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ビ
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み
を
念
ビ
す
る
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つ
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戒
律
主
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嫵
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達
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る
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代
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つ
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參
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將
來

^
，あ
气
而
し
て
を
は
公
義
に
對
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け

る

正

し

き

生

，活

.の

.價
値
よ
&
觀
察
せ
ず
し
て
、遠
く
現
世
的
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將
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に
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現
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近
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。
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界
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前
に
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に
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選
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れ
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せ
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ソ
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ン
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爽

た
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奇

睛
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、
天
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的

、
辑

肖

^

^
性

質
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猶

太0

凡

^

る
階
'級
の
豫
期
：に
典
通 

な
る
も
の
で
ぁ

^

た
。

：而
：も

猶

太

人

の

間

'に
於
け
る
別
個
の
階

®

it
よ
つ
そ
梅
有
せ
ら
れ
た 

る
救
世
主
に
關
す
る
觀
念
の
間
に
は
極
め
て

.明
薇
な
る

.區

別

が

存

し

て

居

<>
た
。

M

M

時
.代 

に
.於
け
る
猶
太

.の
：僧
侶
は

-其
.の
役
德
餘
祿
に
よ
つ
て
富

'を
獲
、奢
侈

R

耽
つ
て
、典
の
高
貴
な
る

.
地
.位
の
，精

.神
的
要
求
に
對
し
て
殆
ん
ど
何
等

.の
'興
味
を
も

.有
し

.

V

居
ら
な
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つ
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.
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.
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ラ
工
ル
の
復
興
は
大
部
分
、富
裕
階
級
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事
' 業

で

ぁ

づ

仅

。
一
:'
;
樺

れ

等

の

人

ャ

は

猶
.

太
ノ
敎
の
債
一
務
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支

拂
.へ

，る

も

：
.の

と
も

稱
.し
'得

や

ぅ

。

麵
が

て

土
流
階
級

は

自
己
を
、
»

て
猶
太
敎
會
の
所
：有
：者
と
着
：做
す
に
至
り
た
。

猶
太
入
の

0 

に
一
は
常
一
に
霄
裕
：階
ー
級
：や

司

祭

階

叙
>

を
同
'

|

視
：し
て
之
れ
を
一
般
扉
民
階
級
化
對
立
ザ
し
め 

んV

す
る
め
«

向

が

ぁ

：り
た
。
ン:,彼
，.れ
：# .
は
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の
.

野
菜
の
'

十
分
の
：一

.
第

十

七

卷(

六
七
五
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五

號
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四

を

^.
-!
>
:
:納
め

’
.て
’律
法
の
；最

も

重

き

義

ビ

仁

：と

翁

ご

を

棄

て

た

。
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馬
太
傅

』
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一
一
+

H
章
飨
一
一
.ナ 

三
.節「

路
加
傅

」
第「

十
：
1
:章
第
：四

+
:
1一
節)

丫
雜
れ
等
は

'長
さ
衣
服
を
着
て
步
行
し
市
上
に
.於
け
る 

人

0:
棱

m
、會
堂
の
高
坐
！
^
席

の

上

座

を

好

み

、夂

た

嫠

婦

の

家

を

：併

岙

し

、̂

つ
て
長
き
祈
を
疔 

つ
た
。r

悔
可
修

」

浓
十
二
章
第
三
十
八

-

四
十
節

r

社
#
問
題
は
猶
太
敎
會
に
ょ
つ
て
*
斥
せ 

ら
れ
长
。，，固

:1
丨
社
會
問
題
'其
れ
自
體
が
廢
止
せ
ら

.

.れ
た
の
で
は
な
い
が
、酣
も
を

.は
最
：早
據

. 

)

囚
：以

前

に

有

：し

枝

る

妨

如

き

靖

極

的

、創
，造

的

地

位

を

宗

敎

生

活

中

に

占

む

る

こ

ご

が

な

く

な 

つ
た
。

斯
く
の
；如
会
味
ィ
ス

」
t
v

干

^

の
：宗
敎
が

«

に
創
設
せ
ら
れ
た
る
に
起
因
す
る
。
是
に

5
:

 v

預
言

S

M

批
評
以

^
^
 ̂

斯 

ぐ

て

又

た

預

言

：の
：聲
：が
：

®

先
：な 

<:

な
リ
、司
：祭

：の

地

位

が

確

固

S
爲
る
に
伴
れ
て
、社
會
.問
題
は 

排
斥
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
胃

—

胃
.双
び

一

般
富
裕
階
級
は

.
外
國
の
權
力
に

i

.
つ
て
ユ 

ダ
の
支
配
せ
ら
る
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こ
ビ
，に
反

*

し
た
。
外
人
に
對
す
る
多
額
の
納
稅
ば
彼
れ
等
が
其

0

掘 

土
か
ら
搾
取
し
#
る
高
を

®

少
し
た
。

.;

.彼
れ
等
は
是
れ
が
爲
め
に
理
論
上
に
於
て
は
外
目
，の
 

職
辨
を
脫
す
る
こ

V

し
に

«

し
：て
居
つ
た
？

而
も
愼
重
な
る
彼
れ
等
は
釋
放
を
神
の
干
渉
‘に
委 

せ
'ん，こ

€

を
欲
し
た
。
彼
れ
等
は

1

般
民

0

に
比
し
て
茛
好
な
る
事
情
の
下
に
在
っ

た
，0

爲

め
に
、彼
れ

等

よ

ム

.も

.克

ぐ

"
神

に

隨

從

ずる」

こ
と
が
出
；來
れ

U
-救
世

.主
の
時

.•代
に

•關
し
、又
た
救 

世
主
其
の
人
に
關
す
る
彼
れ
等
の
觀
念
ゆ
理
論
に
於

V

 :

は
‘政
治
的
で
ぁ
っ
た
が
、實
隙
に
於
て 

は
現
實
に
此
の
世
界
を
支
配
せ
る

權
力
，に
.對

す

る

愼

爾

，な

る
和

解

に

よ

：っ
‘
.て
«

和
せ
、
b

れ
て 

居
っ
た
。

メ
ッ
シ
ャ
の
時
代
に
關
す
る
上
流
階
級
の
觀
念
は
下
の
如
き
章
句
中

R

看
出
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る
0『

外
人
は
立
ち
て

.汝
等
の

0

れ
を
飼
ひ
、異
；邦
人
は
汝
等
の
畑
を
耕
す
者

ビ

爲
\
«
萄
を
作 

る

*

ビ
爲
ら
ん
。

れ
ど

.汝
等
は

^

ホ
バ
の
祭
司
：ビ
稱
へ
ら
れ
、我
ノ
れ
等
の
神
の
役
：̂
|
セ

呼

ば 

れ
、諸

々

の

國

の

甯

を

：嘴
ひ
、彼
れ
；：等

：の
榮

^

得
て
へ
启
ら
誇
多
可
し

」

。
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以
赛
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1

'
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.
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猶
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級
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た
：超

自

然
'

的
黃
金
時
.

代
'
を
求
：.
め
た
.

の
で
ぁ
_

る
.
が
、救
世 

主
-の
時
代
に
對
す
る
彼
れ

‘

等
0」

觀

念

へ

は

，
上

流

，
階

.

級
の
へ
そ
れ
t

著
，：

し
‘

く
#

異
し
て
屈
っ

Id

。
.即 

ち
彼
れ

(

等
は
®

だ
、
^
外

人
の
，支
.配
よ

り

釋
放
せ
ム
各
、
こ
ビ
を
欲
し
た
：る
の
み
な
ら
ず
、ア
モ

ス
與
の
；他
：の

^

預
言
者
の
輕
轉

^

.

從
る
.
七
‘

猶
、太
.
.の
：上
.

流
_

:

級
0

支
,

配
，よ
ち
：も

亦

た

等

し

く

释

.

. 

-
, 

.

.

. 

-
'
- 

' 

.

.

放

せ

&

れ
ん
，こ
そ
を
願
っ
た

0
;
:
,
.
»

階
料
の

「

&

食
卩

.下
の
章
：句
中

"に
：.表
.
明

せ

，
ら

么

。

「』

ッ

、
サ

:
ぐ
笕
十
七■卷

C

六
七
七

〕

V
丨

論
-
0 

.
'原
始
孰
督
教
す
社
會
問
趙

..
- 

0
.
^
.
0 

.

五



第
十
七
怨

(

六
七八

)
.
-

酿

說

原

始

甚

督

敎

-VJ

社
會
問
越 

笫

五

诚

,

山ハ
 

ィ
の
株
よ

'!
)

一
 

つ
の
芽
出
で
、其
の

.
根
よ
り
一
つ
の
枝
生
え
て
實
を

‘結

«

ん
。

.
其
の
上
に

H

ホ
' 

パ

の
靈
停
ら
ん
广
是
れ
物
議
聰
明
の
靈
、謀
略
才
能
の
靈
、知
識
の
，靈
、チ
ホ
バ
を

.畏
る

、

の
靈
な

. 

り
。

.
彼
れ
は
エ
ホ
パ
を
设
る
、
を
も
て
歡
樂
と

t
、又

.た
目
賭
る
所
に
よ
つ
て
審
判
を
爲

S

ず
、
 

5

間
ぐ
所
に
よ
つ
て
斷
定
を
爲

s

t '
。

正
義
を
も

V

贫
し
き

.者
を
裁
き
、公
平
を
も
て
國
の
內 

の
単
し
き

''
*

の
爲
め
に
斷
定
を
爲
し
、其
の
ロ
の
杖
を
も
て
國
を
打
；ち
、其
の
ロ
唇
の
氣
息
を
も 

て

：
惡

，人

を

殺

す

可

し

」

。
{同
：第
十
：一

章

第

1

丨
四
節

)

。「

我
♦か扶

 

< る
我
が
僕
、我
が
心
歡
ぶ
我
が 

選
人
を
，見
よ
、我

れ

我

が

靈

を

彼

れ

に

與

へ

士

り

、彼

れ

異

部

人

に

道

を

示

す

可

し

。

彼
れ
は
叫 

ぶ
こ
ミ
な
ぐ
、聲
を
擧
ぐ
彳
る
こ
：ヒ

.な
I く
、其 

19.

聲
を
街
頭
に
聞
え
し
め

>

.

9又
た
傷
め
る
蘆
：を
折

. 

る
こ
と
な
く
、ほ
の
嗎
き
燈
火
を
消
す
こ
ビ
な
く
、眞
理
を
も
て
道
を
示

^
:ん
。

彼
；れ

は

衰

へ

t
 

喪
膽
せ
す
し
て
道
を
地
に

立
..

て
終
ら
ん
？
諸
々
の
島
は
：其
の

.
法
言

.を
'待
ち
望
む
可
し

』

0

I

N第 

:四

+

1

1章
：第

1

丨
.明
節

)

。-.

「

.ぃへ

猶
太
民
族

.の
希
臘
時
代
に
：

'於
て
は
：律
法

(
T
o
r
a
h
)

は
富
裕
な
る
司
祭

^

外
_
の
抑
滕
者
ビ
に 

對
す
る
叛
起
の
記

.號
で
ぁ
つ
た

0
'
而
も
猶
太
人
が
ス
リ
ャ
の
軍
隊
を
破
つ
て
ユ
•ダ
ス

*

マ
力
ビ 

ク
ス

0.
'
.下
に
政
治
的
獨

.立

.を

*

ち
得
た
る

'
の
事
實
ば
即
ち
：司
祭

‘政
：治

.の：確
立
：

e

爲
つ

て
、靡
が

て
民
衆
の
利
害
ビ

1

致
を
缺
く
に
至
つ
た
。
猶
太
が
羅
馬
の
版
圖
；に
歸
し
て
復
た
も
其
の
獨 

立
を
失

0

た
時
、其
の
人
民
は
救
世
主
の
降
臨
を
長
く
待

.つ
こ
ビ
能
は
ざ
る
の

'
狀
_
に
陷
づ
气 

メ
ッ
、V

ャ
は
直
ち
：に

出

現

し

て

蛛

^:
せ
な
け

.れ
ば
な
ら
，.

g

ビ
云
ふ
思
想
が
繁
固 

せ
爲
つ
：た
。

聖

#

が
_

«惠
を

#

七

^

子
を
孕
め
る
;こ
と
を
知
れ
る
時
、彼
の
女
の
言
へ
る
言
は 

當
時
猶
太
に
龈
れ
：る
情
操
を
表
示
す
る

i

0
で
ぁ
る
。

日
く

「

夫
れ
權
能
を
持
ち
給
へ
る
者
我 

れ
に
大
な
る
事
を
成
せ
ト
、其
の
名
は
聖
く
、其
の
矜
恤
は
世
々
彼
れ
を
長
る
、
者
に
及
ば
ん
。

31
:
:の
臂
の
：力
を
發
し
て
心
の

*

れ
る
者
を
散
し
、權
柄
ぁ
る
者
を
位
ょ

5

下

，
、賤

し

さ

者

を

擧

V…

■

:

む
な

け
、飢
え

'た
る
若
を
，美
食

’に

®

が
せ
、富
め
る
者
を
徒
し
く
返
ら
せ
給
ふ

」

ご
。

(

、路
加
傅

」

第
一
章
第 

迪

十

九
|

:

五

十
1

ニ
節)

。
 

ハ

<

‘ 
.

丨
：
：

.
”

:
'
|
1
.
.
.
.
: 

,

■

北「
X

 

V

ス
チ
ナ
な
る
ナ
ザ
レ
の
手
工
業
者
に
し
て
ダ
ビ
デ
の
直
系
な
る
ョ
セ
.フ
の
子
ィ
エ 

ス
は
：斯
く
の
如
き
寧

 

に

滿

て

る

雰

圍

：

氣
中
に
生
：を

享

け

た

。

.

#時

猶

太

に

於

；け
：る 

救
世
虫
に
對
す
る
一
般
の
期
待
は
精
神
的
で
は
な
か
つ
た
。
惡
靡
が
ィ
エ
ス
を
試
み
て

4
汝
'若 

し
神
の
子
な
ら
ば
命
じ
て
此
の
石
を
パ
ン
ど
爲
ょ

」

ど
云
ひ
、又
た
彼

n

を
、
®

京
の
神

®

の
頂
，上
 

第
十
七
卷

(

六七九

)

論

m

原
始
諶
僧
教
ミ
社
會
間

M

 

:.: 

第
齐
魏 

七



第

十

七

盤

(

六
八
〇

)

論

fj
t

’

顷
始
基
督
教w

社
會
間
賴 

、
笫
5 £

鱗

J

'

M
 

|

\

.に
-立
.た
'せ
て

「

.汝
若

.し
神

'0
子
.，な

ら
«'
己
が
身
を

.下
へ
投
げ
ょ
、を
は
汝
が

®
-め
に

s

'
の
' 1

辦 

.に
命
せ
ん
、彼
れ
等
手
に
て

.支

：へ
、汝

が.足

の

石

に
.觸
，
れ
；ざ

る

や

ぅ

に.す

可

，
し
，？

錄3

れ
た
：
J

ビ 

言
へ
る
は

：

恐
：ら
く
希

)®
人
が
智
慧
を
党
む

.る
が
如
く
に
：休

a
'を
，
乞
'
ふ

蹲

本

人

が

メ

ッ

シ

 

'ャ
ょ 

K
yし
そ 

一
#

に
之
れ
を
求
む
る
め
事
食
を
；物
語
る
も

'の
.
.で
は
あ

'る
、
.ま
-い
か
。，

B

太
：傅

」

第
'四
章 

第
三
、五
、六
節

)

。
而
し
て

®

後
へ
に

.惡
應
が
彼
れ
を

.高
山
の
頂
上
に
釋
ひ
、世
界
の
諸
國
士
其
の
榮 

華
.ビ
を
下

_

せ
し

‘め
て
、「

汝
苦
し
俯
伏
し
て
我

.れ

を

拜

せ
'^
:

罾

れ

等

を

皆

な

汝

に

與

ふ

可

し

」

と 

云

へ

る
.も
の
，
は
81
ら

に

哪

確

にI
へ
般
‘の
意
.：：想

を

表

明

せ.る
も
の
で
あ
る
。

(

同
第

^
、九

1
 

ィ
工
ス
：が
淦
息

H
に
會
堂
：
.に
;A
つ
.
-て
聖

#
'を

*
:ま
ん

w

し
て

.：立
ち
た
る
時
、彼
れ
は

「

以
»

3{
! 

ia
Jを
：展
い
て
左
の
章
句

'を
.看
出
し
：た
。

「
主
の
靈

_

れ
に

'在
，す
。■

故
：；

に
、
貧

し

き

者
R
'福
音
を
宣 

ベ
傅

.

.へ
ん
事
を
我
れ
に

#

を
扶
ぎ

V.,

任
じ
、心
の
傷
め
る
潑
を
歡
し
、又
た
囚
人
に
釋

さ

ん
事
ビ

■ 

. 

.づ
：
さ

：

：

：

..

镕
者
に
見
さ
せ

^
:事
を
示
し
、又
た
麟
制
ソ
へ
ら
る
、
者
を
縱
，ち
、主
の
等
年
を
‘宣
べ
播
め
ん
が
爲 

-め
に
我

」

れ
を

.遣
せ
：
b
j
o 

_ 

_

ィ
4
 

.
ス
.は

#

を
機

&

て

其

.

.
の

係

員
R
與
へ
て
坐
し
た
。，
會

.堂
：に
在
る

：
'
1 

考
は
皆
な
目
を
注
め
て
之
れ

^

視
た
。

(「

路
加
像

」

第
四
章
第
十

.七
：—

一
一
十
節

)

。
彼
れ
は

「

知

慧

％ 

齡
も
彌
增

b
'

」

紳
ビ
：人
ビ
に
益

v

愛
せ
ら
，れ
た
。
彼
れ
の

 
'同
齊
は
；彼
れ
に
於
て

II
が
て

羅

馬

人

m

に
對
す
る
并
の
釋
放
運
動
を

25.

抓
す
可
&
者
の

一
入
を

is
め
ね
。

«

れ
，等
は
彼
れ
等
が
針
窬 

し
つ
、

あ

る
謀
反

に
^

し
て

#
.れ
V
の
肋

力
を

得
る

' 
こ
ビ
に
努
め
た
。
或

'
aは

ィ
エ

ス
も

初
め 

'ょ

り

し

.て

此

の

誘
惑
に
毅

し
て
全
然
無
關
心
な
る

を
得
ざ
る
.も

0!
で
あ
つ

た

か
も

知
::
れ
な

い
.
 

而
も
彼
れ

は
.次
第
に

「

別
個
の

思
想
傾

向

を
取
る
に
至

つ
.た
o

人
は
パ
ン
の
み
に
生
く
る
も
の 

_に
非

す

、
噴
：だ

紳の
ロ
ょ
り
出
づ
る
總
べ
て
の

1

葉
に
：因
る

€
0
さ
れ

て
ゐ
る
？

吾
■人
は
虫

 ̂
(

る
吾
人
の
神
を
試
む
可
さ
も
の

.で

.な
い
。

「

主

たv

る
.
汝
の

.

«を
.'拜
し
惟

 

'た
.
.之
れ

'の
み

.に
，
事

ふ

可 

し
-

錄
さ
れ
た
り

」

。ふ「

ゆ
*

#」

^

四

3»
第
四
、七
、十
節

)

m

れ
.は
サ
タ

x

を
_

く
る
が
如
く
に
革 

命
主
^
者
及
び
國
民
主

■義
者
の
誘
惑
に
：打
ち
勝
つ
た
の
で
'あ

る
。

：

腧

«

の

@>
に
赴
か
ん
ビ
し
つ
、
あ
る
技
衆
が
ガ

リ
ラ
ャ

の

®

の
廉
岸
.な
る
荒
野
に
坐
せ
る 

ィ

H

ス

を
圍
遶

し
、

彼
れ
を

立
て

，
.ゝ

王
と
'爲

I
、都
：
に

，
向
つ

て
進
ま
ん

ど
し

/a

る
時
、彼
れ
は
衆
人 

を
歸

3

ん
ビ
て
典
の
弟
子
を
强
ひ
て
船
に
乘
せ
て
對
岸
に
渡
ら
し
め
、獨

6

密
か
に
祈
禱
せ
ん 

と

V

山
に
登

り
、
£

れ
て
猶
ほ
此
處
.に

II
:
ま
つ
た
。

{

「

約
翰
#
&
ヹハ

章
第
十
五
、十

六

節
，「

馬
太
傅J 

If
t
十

四

寧

第

一一
十

^

一一 
十

三
節

)

。
ィ
ェ

ス
は
信
例
と
愛
ビ
の
莊
嚴
な
る

^

想
主

®

を
以
て
、劍 

，
を
：
股

げ

橥

て

：、
手

を
0
げ
、胸
を

開

い

て

不
¥

の

掩
.堡

に

.向

づて
進

ん
/:
*

c
彼

れ

：d

啻

だ

：：
'に

人

'
間 

笫

十
七
验

(

六

八
‘

こ

論

餽

取

始

菡

督

敎

ゼ

，社
會
問
姐

' '

:

: 

第
五
瞵
 

九



:
:第

十

七

猞(

六
八i

p

論

E

股
始
莶
督
教
ビ
社
會
間
姐

 

第
五
瞵
 

1
0

の
暴
力
を

否
！！

せ
る
の
み
な
ら
ず
、一
般
の
希
導
亦
天
帝
よ

6

期
待
せ
る
威
力
を
す
ら
排
斥
し 

た
。
彼
れ
は
婢
れ
：の
生
命
を
救
ふ
が
爲
め
に
も
、又
た
惡
人
を
殺
害
し
て
王
國
.を
打
ち
建
つ
る 

が
爲
め
：に
も
十
ニ
张

[1
の
天
使
を

0
集
す

.る
こ
ビ
を
拒
ん
だ
。

パ
三
.

:

-»
督

の

說
げ
る
釋

 

の

本
體
に
於

V

も
形
®
に
於
て
も
極

め
て
單
純
で
あ
る
。

其
の 

©

旨
は

V
K

テ
ス
マ
の
ョ

ハ
.ネ
の
說

け
る

其
れ
で
あ
つ
た
。

即
ち
ィ
エ
ス
が
初
め
て
道
を
宣

蹲
：せ
る
時
、其
の
、說
：け
一
る
言
葉
は

「
天
國
は
近
け
 

>
、悔
ひ
改
め

よ
.！

と
云
へ
る
も
の
で
あ
つ
た
，
.

(

吋

.

.
:
: 

.

.

.

.

.. 

' 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.
;

-

. 

,
.

第
.十
七
節

)

。
華
督
敎
運

.動
は
バ
，ブ
；テ
ス
マ
の
ョ
バ
ネ
を
以
て
始
ま
る

9
.ョ
、ノ

ネ
自
身
も
ィ
工

ス
;.
.
,
'
を
以
そ
自
己

0

_
業
を
續
行
し
成
就
す
可
き
者

>

解
し
て
居

0

た
。

ィ
エ
ス
は
ョ
ハ
ネ
の

•
' 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.

:
.

.

.

.

.
 

.

:

飢
：笨

な

る

0
.
0 

く

力

W

 

.を
：稱
揚
し
、新

"た
な
る

.宗
敎
的
紀
元
は

.
ョ

、ノ
ネ
.と
共
に

#

鬪

V

激
骅
の 

時
代

W

し
て
開
始
せ
ら
へ
れ
た
：
Iる

t

ビ
を
主
張
す
る
。

「

パ
ブ
テ
ス
マ
の
ョ
ハ
ネ
の
時
よ
り
今
に 

至
る
ま
で
人
令
呦
み
セ
天
國
を
取
ら
ん
ど
す
、勵
み
た
る

.紫
は
之
れ
を
取
れ
り
。
夫
れ
鱗
ベ
て 

:の
«

言
者

ビ

推
法
：
_の
預
替
し
た
る
は
ョ
バ
ネ

の

時
ま
で
な
れ
は
な
ご
。

(「

馬
太
傳

』

第
十
一
.章 

へ
第
十
一r

三
節
、「

路
加
傅」

：第
十
；六

章

第

十

六

節

)o

イ
エ
ス
ビ
民
衆
ミ
は
彼
れ
：等
が
®
ハ
ネ
に
於
て

古
則
言

^

の
靖

s

り
.權
化
を
有
す
る

t

ど
を
感
じ
た
。，

!:
彼

れ

は

古

預

言

；者

S
等
し
く
偷

a

的 

恭
順
を

)

要
求
し
れ
。
彼
れ
及
び
其
の
弟
子
は
斷
贫
を
行
，ひ
、，

{

「

殿
太
傅

」

第
九
章
第
十
四
節
第
十 

1

章

，第

チ

八

節

、

)

彼
れ
は
彼
れ
等
に
一
定
形
態
の
祈
禱
を
敎
へ
た
の
で
ぁ
る
が

f

路
加
傅

®

十
：一 

章
.第
：I

節)

、而

も

記
他
に
破
れ
る
彼
れ
の
八
民
に
對
す
る
敎
旨
中
に
は
宗
敎
上
の
惯
習
的
儀
式
、
 

*

加

4
/る
安
鼻
日
の
遵
守
、

31
ら
に
嚴
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